出会い系サイト

　友子は出会い系サイトで男性と会って遊んでいた｡彼女は食事をするだけだという。その友子から突然電話があった。

「男を紹介したいんだけど、電話だけでもはなさない。」

きっと出会い系サイトで知り合った男性であろう。瞳は現在地方に住んでおり、都心で生活している友子とは距離があった。

『なぜ私なのだろう』瞳は疑問に思ったが『その男性と会うことはないだろう、電話だけならいいか』と軽い気持ちで、

「電話だけなら別にいいよ」と返事をした。10分後男性から電話がかかってきた。友子が言うには30代の男性で関西の人、職業は病院関係で今度東京で仕事をすることになっているとのこと。しかし、名前は聞いても教えてもらえなかった。

「こんばんは。友子の友人の瞳ちゃん？よろしくね。」

「こんばんは。あの～、私今は東京に住んでいなく地方のほうにいるのですがなぜに私なのですか？」

「地方の子の方が心が純粋で汚れていない感じがしていいんだよ。」

と男性が理想の女性について話はじめた。男性の関西弁はとても威圧感があり、瞳にとっては恐いイメージを得た｡

「私の名前知っているんですよね｡なら貴方の名前を教えてもらえませんか。」

瞳は男性に尋ねると

「まぁまぁ、いいじゃないの。それより僕ね旅行が好きでね、一緒についていくならお金全部はらうよ。愛車もあるから乗せてあげるよ。」

と、質問の内容には答えず男性は『自分はお金があるのだ｡』という話をしていた。

いろいろと話を聞いていくうちに瞳はだんだん威圧感のある関西弁に対して、

「なんか貴方の関西弁恐い。」

と口が滑ってしまった。すると男性は突然口調がもっと荒くなり、そして電話を一方的に切ってしまった。

(なんだったんだろう、今の電話。感じ悪いな～)と瞳は感じつつも時計をみた。時間は午後11時をまわっていたため寝ることとした。ベッドにはいると携帯にメールが届いた｡先ほどの男性からである。

『あなたの言葉に傷つきました。弁護士の知り合いがいるので相談し、貴方を訴えたいと思います｡』

瞳は意味もわからず、再度男性に電話をした。しかし、着信拒否をしているのか全く通じない｡瞳は友子に電話した。

「ちょっと、友子！！紹介した男が可笑しんだけど｡訴えるとか言いだして｡どうにかしてもらえないかな。」

「え、瞳が悪いから仕方ないよ。瞳が悪いから｡」

友子は瞳の話を聞かないそばから『瞳が悪い』と決め付け、他に対策がない状況に陥った｡

「どうすれば彼やめてくれるんだろう。」

「わかった。私が彼に聞いてみるね。また後で連絡する。心配しないで」

そういうと友子は電話を切った｡10分後男性から電話がかかってきた｡

「友子から連絡があり、色々と説得された。今回は友子に命じて弁護士に相談するのはやめておく。だが、私の心は傷ついている。いつでも訴えることはできるからな。オレに逆らうなよ」

「はい。ごめんなさい」

瞳はとても負に落ちないが大きな事件にならなかったためホッとしていた。

「これ以上関わらないからその代わり3万を友子に送れ。わかったな。」

瞳は３万で解決するなら安いと思い友子に3万円を送った｡その後、友子は携帯を解約したらしく音信普通となった。
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バッファオーバフロー

町子と秀子は一緒に京都へ紅葉をみに旅行に行った｡金閣寺・清水寺と各名称をまわった。紅葉がとてもきれいで二人は夢中になった。そして、この思い出を写真におさめた。

とても良い写真だったので秀子はすぐに町子に上げたいと思ったが、町子は北海道、秀子は沖縄に住んでおりまた会うのは困難な状況であった。

『そうだ。写真をメールで送ってみよう！！そうすれば直ぐに町子のもとに届くし、きっと大喜びするだろうな。』

秀子はさっそくデジカメをコンピューターに取り込み、そして写真をメールで町子に送ることにした｡

「けっこういっぱい写真とったんだな。一気におくっちゃえ」

秀子は全ての写真をメールで送ることにした。

「これできっとすぐにメールをみて、ありがとうメールが町子から届くんだな。」

秀子は送信をクリックした。

町子は秀子のメールを確認した。

「あら。秀子からメールが届いている｡きっと京都の旅行について送ってきたんだな。どれどれ、みてみましょう｡」

しかし、大量の写真であったことから処理不可能な大きなデータとなってしまった。よってサーバーが受け取れず、さらに誤作動を引き起こすことになってしまった。

「困ったわ｡メールができないじゃない。どうしても今日中に返信したいメールがあったのに…どうしよう。」

よかれと思って行った秀子の行いが仇となって町子を悩ませてしまった。写真は量が多いようであるなら少しずつ送ることが大事である｡
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著作権問題

さくらは友人と一緒に代官山に遊びにいった。目的は『たけしの誰でもピカンソ』で紹介された山本一太郎の作品を見に行くためだ。

「すごい！！やっぱり山本さんの作品は感動をするな。『生きてる』ていう強いメッセージが伝わってくる。芸術は爆弾だって言ってたけど、本当芸術は爆弾だー！！！」

と、さくらは強く山本一太郎の作品を気に入った。さくらは山本一太郎の作品の中で特に気に入った作品を携帯で撮影し、家に帰った。

「お母さん。今日は山本一太郎さんの作品をみにいったの。本当、良かったよ！！」

といいながら、さくらは母親に写メールを見せながら説明した。

「あら～、本当ね。素敵だわ。こんな素敵な作品を見れてお母さん本当に生きてて良かった。さくら、ありがとう。」
さくらは母親の言葉を聴くとうれしくなった。

「よーし、この感動をもっと多くの皆に知らせよっと。皆が山本一太郎さんの作品の良さがわかってどんどん有名になれば・・・、皆も幸せになれる。それに、もっと沢山の作品をみることができるかも。山本一太郎さんも有名になれるし、いいことだらけだ。」

さくらは早速、ホームページに山本一太郎の作品を載せ紹介した。さくらのホームページは独特で人気があり、多くの人が来院した。

その数日後、さくらが何気なくインターネットで情報をみていると見たことがある作品を多くみかけた。よく見るとそれはさくらが携帯で撮影した山本一太郎の作品だった。しかも、その作品をもとにペイントされていたり、壁紙として活用されていたりとされたい放題であった。その人気はインターネット上では強い反響を及び、山本一太郎の目にもとまった。

「私の作品を勝手にインターネットで流したのは誰ですか。私は、自分の作品が勝手に悪用され傷つけられている状況を知り傷ついています。自分の作品は子どもと同じです。やめてください。」と涙ながらにテレビで放映され社会問題となった。
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警察の捜査の結果、さくらは著作権違法となり多額の賠償金を払うこととなってしまった。
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携帯置き去り

明子と淳子は一緒に上野美術館に行った｡明子と淳子は中学生である。美術観見学後、時間は正午を周りお昼をとることとなった。

「近くにマクドナルドがあったからそこにしよう。」

二人は駅の近くにあるマクドナルドで昼食をとることとなった。お昼時でもあったためお客が多く席がうまっていた。2階席にいくとちょうど2席空いている場所を発見した｡

「よかった。ちょうど２つ空いてたね。とられないようにバックを置いておこう。」

「そうしよう｡準備できた？注文は1階だね。お腹空いたね。」

明子と淳子はお財布だけ持ち、バックは席に置いたまま1階にいき注文しに行った｡

その二人の姿をみていた男性が彼女達がいなくなったことを確認してバックのおいてある席に近づいた｡周囲は食事と会話に夢中になり男性の行動など気にしていない。男性は彼女達の携帯を探しだすと持っていた機械で登録されているアドレスや電話番号を入手していった。10分後彼女達が戻ってきたころには男性の姿はなかった。

その後、明子・淳子の携帯にチェーンメールが送られるようになった。メールは1日10件以上も届き、受信するだけでもお金がかかってしまう。明子と淳子は携帯アドレスを変更することになった｡また、明子と淳子の友人も同様のチェーンメールが届いて困っており、次々とアドレスを変更していった。
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